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元
号
も
変
わ
り
新
た
な
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
令
和
２
年
を
迎
え
、

素
晴
ら
し
い
新
春
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
本
会
の
活
動
に
対
し
ま

し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
は
、
今
年
も
地
域
の
特
性
や

生
活
課
題
に
応
じ
た
住
民
参
加
に
よ

る
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
が
一

層
、
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
本
会
に
お
い
て

は
、
令
和
２
年
度
は
活
動
推
進
計
画

の
最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
計
画

に
改
定
す
べ
く
、
昨
年
よ
り
取
り
組

み
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
ご
案
内
の
通
り
、「
神

奈
川
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」

（
横
浜
市
神
奈
川
区
桐
畑
）の
整
備
に

つ
い
て
、
県
民
か
ら
も
関
係
者
か
ら

も
愛
さ
れ
る
福
祉
推
進
拠
点
と
な
る

よ
う
、
鋭
意
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
年
は

皆
さ
ま
に
も
う
少
し
具
体
的
に
お
話

し
で
き
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
23
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
政
策
提
言
活
動
に

お
い
て
は
、
今
年
10
年
目
を
迎
え
、

新
た
な
段
階
に
入
る
と
認
識
し
て
お

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

社
会
福
祉
法
人

　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

会
長　

篠 

原 

正 

治

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、「
住

民
の
主
体
的
参
加
と
様
々
な
主
体
と

の
協
働
に
よ
る
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
は

本
会
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
流
行
語
大
賞
は
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
背
景
に
し

た
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で
し
た
。

今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
す
の
で
、

数
々
の
チ
ー
ム
プ
レ
イ
を
目
の
当
た

り
に
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
も
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
の

お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
着
実
に
歩
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
、
ご
参

加
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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SPECIAL THANKS

■
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
に
向
け
て

 

〔
と
も
し
び
基
金
〕

　

昭
和
52
年
に
「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社

会
づ
く
り
」
推
進
を
目
的
に
創
設
さ
れ
、

県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
支
援
に
よ

り
、
平
成
31
年
３
月
末
で
基
金
保
有
額
は

23
億
３
１
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
と
も
し
び
基
金
」
か
ら
生
ま
れ
る
果
実

（
利
子
）
は
、
福
祉
意
識
の
普
及
啓
発
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
、
障
害
の
あ

る
方
の
社
会
参
加
促
進
や
地
域
福
祉
の
推

進
を
目
的
と
す
る
活
動
へ
の
助
成
等
、
多

様
な
形
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
福
祉
活
動
支

援
事
業
」
に
よ
る
活
動
助
成
で
は
、
当
事

者
組
織
や
広
域
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
、市
町
村
域
の
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
よ
る
支
え
合
い
活
動
の
経
費
の
一

部
を
対
象
に
、「
一
般
助
成
」
で
33
団
体
、

ま
た
本
会
と
の
協
働
に
よ
る
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
る
公
益
的
、
先
駆
的
事
業
に
対

す
る
「
協
働
事
業
助
成
」
で
は
２
団
体
に

助
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
や
生
き
づ
ら
さ

　

本
会
で
は
、「
と
も
し
び
基
金
」
を
は
じ
め
、「
か
な
が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
」「
か
な

が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
」
へ
の
寄
附
金
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
品
の
寄
贈
等
、
多
く

を
抱
え
る
人
と
地
域
の
人
が
共
に
過
ご
せ

る
場
で
あ
る
「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」
に

対
し
、
研
修
・
情
報
交
換
の
機
会
や
設
備

更
新
費
の
助
成
等
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
「
地
域
福
祉
活
動
支
援
事
業
助
成
団
体

（
一
般
助
成
）」
と
「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」

を
１
つ
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

●
横
浜
兄
弟
姉
妹
の
会
げ
ん
き
会

　

精
神
疾
患
の
き
ょ
う
だ
い
を
支
え
る
兄

弟
姉
妹
の
会
で
、
平
成
６
年
に
発
足
。
現

在
は
本
会
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ
登

録
団
体
と
し
て
月
例
会
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

げ
ん
き
会
で
は
、
本
年
度
の
一
般
助
成

金
を
活
用
し

て
『
障
害
の

あ
る
ひ
と
と

家
族
』を
テ

ー
マ
に
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、

当
日
は
約
30

名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
当
事
者
は
入
退
院
時
の
体
験

や
ピ
ア
活
動
、
家
族
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
語
り
、
げ
ん
き
会
会
員
は
、
き
ょ
う
だ

い
へ
の
想
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
、
当
事
者
・
親
・
き
ょ

う
だ
い
と
い
う
、
お
の
お
の
の
立
場
で
精

神
疾
患
を
抱
え
な
が
ら
社
会
で
暮
ら
す
こ

と
の
困
難
さ
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の
喜

び
、
地
域
や
家
族
の
温
か
い
眼
差
し
が
い

か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
な
ど
を
分
か
ち

合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。

●
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
「
さ
く
ら
」

　

障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
の
場
と
し

て
生
ま
れ
た
お
店
で
、
開
店
か
ら
15
年
を

迎
え
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
と

地
域
の
人
が
協
力
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　
「
さ
く
ら
」
の
あ
る
山
北
町
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
は
、
人
工
温
泉
や
プ
ー
ル
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
昼
間

は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
所
し
た
お

母
さ
ん
た
ち
が
ラ
ン
チ
に
、
夕
方
は
水
泳

教
室
後
の
子
ど
も
た
ち
が
、
10
円
か
ら
あ

る
駄
菓
子
を
ス
タ
ッ
フ
と
の
金
銭
の
や
り

取
り
も
楽
し
み
な
が
ら
買
い
に
来
る
な
ど
、

日
々
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た

最
近
は
周
辺
で
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
を
終
え
た

人
た
ち
が
、
温
泉
の
入
浴
後
に
駄
菓
子
を

買
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
「
さ
く
ら
」

は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ス
タ
ッ
フ

が
大
変
仲
良
く
働
い
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
も
、
ず
っ
と
こ
の
雰
囲
気
の

中
で
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
の
自
立
の
た
め
に

 

〔
か
な
が
わ
交
通
遺
児
援
護
基
金
〕

　

交
通
事
故
等
に
よ
る
20
歳
未
満
の
遺
児

と
そ
の
世
帯
を
支
援
す
る
「
か
な
が
わ
交

通
遺
児
援
護
基
金
」
は
、
①
小
・
中
・
高

校
入
学
・
卒
業
時
の
激
励
金
、
②
労
災
見

舞
金
を
受
け
て
い
な
い
世
帯
へ
の
見
舞

金
、
③
関
係
団
体
活
動
費
の
助
成
、
に
加

え
、
関
係
団
体
と
の
協
働
に
よ
り
夏
休
み

親
子
交
流
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
招
待
の
交
流

事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
32
件
の
寄

附
金
は
、
遺
児
ら
へ
の
激
励
金
26
件
、
見

舞
金
３
件
と
と
も
に
、
基
金
の
利
子
と
合

わ
せ
て
交
流
事
業
や
関
係
団
体
へ
の
助
成

金
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〔
か
な
が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
・

 

萬
谷
児
童
福
祉
基
金
〕

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
親
と
と
も
に

生
活
で
き
ず
、
県
内
の
児
童
養
護
施
設
等

や
里
親
の
も
と
で
生
活
す
る
社
会
的
養
護

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ゆったりした「さくら」の店内

基
金
を
活
用
し
た
取
り
組
み

　
　
　
　

〜
と
も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

の
皆
さ
ま
よ
り
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
た
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
各
種
基
金
の
活
用
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
12
月
に
ご
寄
附
を
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

感感
謝謝

シンポジウム当日の様子

3
第818号　福祉タイムズ　2020.1.15



SPECIAL THANKS

　
「
か
な
が
わ
子
ど
も
福
祉
基
金
」
は
、
①

私
立
幼
稚
園
へ
の
入
園
や
私
立
高
等
学
校

等
へ
入
学
す
る
際
の
奨
励
金
、
②
民
間
ア

パ
ー
ト
に
初
め
て
入
居
す
る
際
の
自
立
支

援
金
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
ま
で
に
奨
励
金
は
延
べ
１
５
６
９
件

（
幼
稚
園
４
６
９
件
、
高
校
等
１
１
０
０

件
）、
自
立
支
援
金
は
延
べ
１
３
４
件
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
萬
谷
児
童
福
祉
基
金
」
は
、
故
・
萬
谷

富
子
氏
か
ら
の
「
児
童
養
護
施
設
を
終
え

た
者
の
進
学
又
は
自
立
の
援
助
に
」
と
の

遺
贈
を
も
と
に
平
成
19
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
基
金
は
利
子
の
み
で
運
用
さ
れ
、

社
会
的
養
護
の
も
と
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
、
４
年
制
大
学
、
短
期
大
学
、

専
門
学
校
等
へ
入
学
す
る
際
の
支
度
金
を

交
付
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
延

べ
１
０
７
人
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
よ
う
な
各
種
基
金
へ
の
寄
附
金
に

加
え
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
方
々
か
ら
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
福
祉
施

設
利
用
者
の
他
、
生
活
困
窮
世
帯
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実
し
た
生

活
環
境
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
今
後
も
、
こ
う
し
た
寄
附
者

の
皆
さ
ま
の
意
向
を
大
切
に
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

【寄贈物品】
▽（Ｎ）日産労連NPOセンターゆうらいふ21
▽神奈川トヨタ自動車（株）
▽かながわ男女共同参画センター▽県庁・県警職員一同
▽（地独）県立産業技術総合研究所

【ともしび基金】
▽（福）日本医療伝道会総合病院衣笠病院▽浦賀警察署▽県警本部生活安全部少年捜査課▽県警本部警備部外事課▽都
築警察署▽（公財）積善会曽我病院▽太平館▽海老名警察署▽幸警察署▽県立三ツ境養護学校▽多摩警察署▽相模原警
察署▽平塚県税事務所▽平塚警察署▽戸塚警察署▽県警本部警務課庶務係▽ともしびショップマリン▽県警本部交通
部運転免許本部運転免許課▽鶴見警察署▽いなり湯▽ともしびショップさくら運営委員会▽県立中井やまゆり園▽よ
ねの湯▽厚木土木事務所東部センター▽伊勢原警察署▽県警本部通信指令課▽県警第一機動隊▽横須賀三浦地域県政
総合センター▽高津警察署▽第二交通機動隊▽相模川発電管理事務所▽県警鉄道警察隊▽県警本部生活安全部人身安
全対策課▽県警本部警備部公安第三課▽県警本部公安第一課▽ともしびショップぽいんと１▽横浜水上警察署▽田浦
警察署▽藤沢警察署▽南警察署▽県警本部組織犯罪分析課▽県警本部監察官室▽県警本部警務部厚生課▽港南警察署
▽県警教養課▽県警本部広報県民課▽藤沢北警察署▽宮前警察署▽県温泉地学研究所▽栄警察署▽大和警察署▽県警
本部交通指導課▽逗子警察署▽茅ケ崎警察署▽泉警察署▽戸部警察署▽県警本部会計課▽保土ケ谷警察署▽相模原南
警察署警務課▽ともしびショップゆめ散歩▽中村浴場▽（一社）秦野市障害者地域生活支援推進機構にじ散歩▽日栄浴
場▽かながわアートホール▽（福）箱根町社会福祉協議会▽県立津久井養護学校▽ともしびショップ喫茶あーす▽（福）
湘南アフタケア協会▽県警本部鑑識課▽金沢警察署警務係▽神奈川警察署警務係▽川崎警察署▽県立湘南養護学校▽
青葉警察署▽三崎警察署▽瀬谷警察署▽大船警察署▽県立大船高等学校▽県警本部刑事部捜査第三課▽（福）神奈川県
社会福祉事業団横須賀老人ホーム▽かまくらふれんず▽県庁▽県警本部▽県警第二機動隊▽ともしびカフェポエム’10
▽さがみ農業協同組合▽ともしびショップなのはな▽（福）県央福祉会エヌ・クラップ▽神奈川県医療福祉施設協同組
合▽（Ｎ）フュージョンコムかながわ・県肢体不自由児協会▽神奈川県心身障害児者父母の会連盟▽神奈川県肢体不自
由児者父母の会連合会▽（一社）神奈川県高齢者福祉施設協議会▽（公財）神奈川県身体障害者連合会▽（公財）神奈川県
老人クラブ連合会▽神奈川県交通遺児家庭の会▽（Ｎ）神奈川県ホームヘルプ協会▽（Ｎ）神奈川県障害者地域作業所連
絡協議会▽（公社）神奈川県社会福祉士会▽神奈川県手をつなぐ育成会▽神奈川県知的障害者施設団体連合会▽（一社）
やまゆり知的障害児者生活サポート協会▽（公財）神奈川県福利協会▽県社会福祉会館募金箱▽かながわ県民センター
募金箱▽ともしびショップスマイル▽ともしびショップ県民センター店▽（福）神奈川県共同募金会▽（公財）積善会介
護老人保健施設リバーイースト▽川崎臨港警察署▽県社協職員一同
【寄附金】▽（一社）神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会
【交通遺児援護基金】▽伊藤彩▽アズビル（株）▽（株）エスホケン
【子ども福祉基金】▽（株）タックルベリー▽（株）エスホケン▽脇隆志　　　　　　　　 （寄附金合計：1,093,295円）

＊＊ご寄附いただいた皆さま（12月） あたたかいご支援に感謝します＊＊
（いずれも順不同、敬称略）

11面「information」では、
ライフサポート事業への寄附者や
感謝状贈呈の様子を紹介しています
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４・８月以外の各月に１回行われ、「あつまれ１
キッズ」は第１火曜日の午前中に１～２歳児と
保護者を対象に、「あつまれ２・３キッズ」は第
３木曜日の午前
中に２～３歳児
と保護者を対象
にしています。
　だれでも自由
に参加できる形
式で、保育士を
中心に親子で体
操、年齢にあっ
た遊び、なかよ
しタイムでは子
育て情報の提供・交換、仲間づくりのきっかけ
作りなどを行います。私たちも輪に入り、お
しゃべりやときに助言を行い、また事故のない
ように見守り、サポートします。
　「たのしかった、またね、バイバイ」とハイ
タッチをして帰っていく親子を見送る時、ホッ
とするとともに、活動のやりがいを感じます。
これからも、地域の子育てのお手伝いをしてま
いります。
　　　　　川崎市高津区
　　　　　橘第三地区民生委員児童委員協議会

児童青少年部　　釆
うね

女
め

　操

　橘第三地区は畑や林、小高い丘が多く、戸建
住宅と大小の公営団地、大型マンションが混在
している地域です。横浜市都筑区に隣接する久
末地区に、地域住民の自主的な学習・文化活動
の拠点として設立された「プラザ橘（高津市民
館・高津図書館橘分館）」（以下、橘分館）があ
り、そこでさまざまな子育て支援活動を行って
いますのでご紹介します。
●子育てひろば
　橘分館の主催で、４・８月以外の毎月第２金
曜日の午前中、０歳～就学前の子どもと保護者
が対象です。友達づくりをしたり、地域のママ
同士のおしゃべりや情報交換ができ、子どもが
楽しく遊べるフリースペースとなっています。
　ひろばに参加するママ４～５名がスタッフと
なって企画・
運営し、私た
ちは運営の助
言やサポー
ト、事故のな
いように見守
りをします。
●あつまれ１

ワン

キッズ、あつまれ２
ツー

・３
サン

キッズ
　高津区公営保育園、高津区役所保育所等・地
域連携担当の主催で、橘分館と高津区民生委員
児童委員協議会が共催している取り組みです。

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

子育て支援は私たちも元気をもらいます

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

あつまれ１キッズの様子（コンサート）

あつまれ２・３キッズの様子（運動会）
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福 祉 の 動 き
月

福
祉
関
連
の
動
き
（
○
数
字
は
本
紙
で
の
関
連
記
事
掲
載
月
）

社
会
の
動
き
等
（
▼
災
害
関
連
）

１

○
改
正
著
作
権
法
施
行
。
障
害
等
に
よ
っ
て
書
籍
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
人
が
録
音
図
書
の
作
成
を
承
諾
な
く
行
え
る
よ
う
整
備

○
最
高
裁
判
所
が
成
年
後
見
制
度
の
診
断
書
を
改
定
。
本
人
を
支
え
る
福
祉
関
係
者
ら
が
作
成
す
る
「
本
人
情
報
シ
ー
ト
」
も
新
た
に
導
入
⑩

★
県
委
託
「
か
な
が
わ
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修　

演
習
」
開
催
③

★
更
生
福
祉
施
設
協
議
会
・
地
域
生
活
施
設
協
議
会
の
共
催
に
よ
る
「
第
20
回
地
域
福
祉
推
進
を
考
え
る
セ
ミ
ナ̶

」
開
催

▽
第
95
回
箱
根
駅
伝
で
東
海
大
が
初
の
総
合
Ｖ

▽
吉
田
沙
保
里
選
手
が
現
役
引
退
を
発
表

▽
千
葉
県
野
田
市
で
小
学
４
年
女
児
虐
待
死

▽
大
坂
な
お
み
選
手
が
全
豪
オ
ー
プ
ン
Ｖ

２

○
国
連
の
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
が
日
本
政
府
へ
の
勧
告
を
公
表
。
子
ど
も
へ
の
暴
力
・
虐
待
の
対
策
強
化
と
加
害
者
の
厳
格
な
刑
事
責
任
追
及
を
要
請

★
第
２
種
・
第
３
種
正
会
員
連
絡
会
公
開
研
修
会
「
災
害
被
災
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
と
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
課
題
」
開
催

★
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
今
を
見
つ
め
て̶

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
報
告
書
」「
市
区
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
状
況
調
査
報
告
書
」
発
行

▽
池
江
璃
花
子
選
手
が
白
血
病
を
告
白

▽
探
査
機
は
や
ぶ
さ
２
、
小
惑
星
り
ゅ
う
ぐ
う

に
着
陸
成
功

▽
天
皇
陛
下
、
在
位
30
年
式
典

３

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
介
護
老
人
保
健
施
設
の
施
設
内
死
亡
事
故
の
初
の
全
国
調
査
で
、
平
成
29
年
度
の
事
故
は
１
５
４
７
人
に

○
内
閣
府
が
「
生
活
状
況
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
公
表
。
40
〜
64
歳
で
引
き
こ
も
り
に
該
当
す
る
人
が
61
万
３
千
人
に
上
る
と
推
計
⑤

◇
鎌
倉
市
と
同
地
区
保
護
司
会
が
、
少
年
院
の
仮
退
院
や
保
護
観
察
処
分
に
な
っ
た
少
年
少
女
ら
の
社
会
復
帰
支
援
に
向
け
て
雇
用
協
定
を
締
結
④

◇
県
が
再
犯
防
止
推
進
法
に
基
づ
く
「
神
奈
川
県
再
犯
防
止
推
進
計
画
（
５
カ
年
）」
を
策
定
。
平
成
31
年
４
月
よ
り
計
画
期
間
開
始
④

★（
株
）セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
県
、
本
会
に
よ
る
「
商
品
寄
贈
に
よ
る
社
会
福
祉
貢
献
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
⑩

▽
埼
玉
県
飯
能
市
に
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー

ク
・
メ
ッ
ツ
ァ
ビ
レ
ッ
ジ
が
オ
ー
プ
ン

▽
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
現
役
引
退
を
表
明

▽
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
、
岩
手
県
の
三
陸

鉄
道
・
リ
ア
ス
線
が
全
線
開
通

４

○
改
正
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
一
部
施
行
。「
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
」「
一
時
生
活
支
援
事
業
」
を
強
化
・
拡
充

○
改
正
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
。
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
創
設
し
、
介
護
分
野
で
は
５
年
間
で
最
大
６
万
人
の
受
入
れ
を
目
指
す
④

○
改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
一
部
施
行
。
公
共
交
通
事
業
者
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
等
の
計
画
策
定
と
公
表
を
義
務
化

○
改
正
学
校
教
育
法
、
著
作
権
法
等
施
行
。
障
害
等
に
よ
り
教
科
書
を
使
用
し
た
学
習
が
困
難
な
児
童
生
徒
が
「
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」
を
使
用
可
能
に
④

◇
横
須
賀
市
、
小
田
原
市
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
開
始
。
以
降
、
他
の
県
内
市
町
村
で
も
同
制
度
の
導
入
や
検
討
の
動
き
が
広
が
る
⑤
⑫

◇
鎌
倉
市
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
条
例
施
行
。
多
様
性
を
尊
重
し
、
共
に
支
え
合
え
る
共
生
社
会
の
方
向
性
を
明
文
化
⑤

◇
神
奈
川
県
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
が
発
足
か
ら
30
年
、
節
目
に
活
動
の
幕
を
閉
じ
る
②

★
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
推
進
機
構
が
県
全
域
共
通
で
使
用
で
き
る
「
標
準
と
な
る
評
価
基
準
」
を
導
入
⑤

★
県
委
託
「
新
任
福
祉
・
介
護
施
設
等
職
員
合
同
交
流
・
研
修
会
」
開
催
⑤

▽
働
き
方
改
革
関
連
法
一
部
施
行

▽
国
立
天
文
台
な
ど
の
国
際
チ
ー
ム
、
世
界
初

の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
撮
影
成
功

▽
東
京
都
豊
島
区
で
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
暴
走

事
故
、
３
歳
女
児
と
母
親
が
死
亡

▽
強
制
不
妊
救
済
法
施
行
⑤

▽
よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
開
園
20
周
年

▽
10
連
休
ス
タ
ー
ト

５

○
改
正
民
事
執
行
法
、
改
正
ハ
ー
グ
条
約
実
施
法
可
決
・
成
立
。
国
際
結
婚
を
含
め
離
婚
し
た
夫
婦
間
の
子
ど
も
の
引
き
渡
し
の
ル
ー
ル
を
明
確
化
⑥

○
健
康
保
険
法
等
改
正
法
可
決
・
成
立
。
市
町
村
が
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
と
国
民
健
康
保
険
の
保
険
事
業
の
一
体
的
に
行
う
枠
組
み
を
構
築

○
改
正
戸
籍
法
可
決
・
成
立
。
任
意
後
見
の
開
始
前
に
委
任
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
任
意
後
見
契
約
の
受
任
者
に
よ
る
死
亡
の
届
け
出
が
可
能
に

○
児
童
福
祉
法
改
正
案
等
を
含
む
第
９
次
地
方
分
権
一
括
法
が
可
決
・
成
立
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
配
置
や
資
格
の
基
準
を
事
実
上
撤
廃
へ

★
市
町
村
社
協
部
会
で
今
後
の
市
町
村
社
協
事
業
推
進
の
あ
り
方
、
方
向
性
等
を
検
討
す
る
「
社
協
・
地
域
福
祉
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
立
ち
上
げ

▽
天
皇
陛
下
即
位
、
新
元
号
「
令
和
」
へ
改
元

▽
滋
賀
県
大
津
市
で
保
育
園
児
ら
が
車
同
士
の

衝
突
に
巻
き
込
ま
れ
、
園
児
２
人
が
死
亡

▽
大
学
等
修
学
支
援
法
可
決
・
成
立

▽
川
崎
市
多
摩
区
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
待
つ
私

立
小
学
校
の
児
童
ら
20
人
が
殺
傷

６

○
成
年
後
見
制
度
適
正
化
法
可
決
、
成
立
。
被
後
見
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
資
格
や
地
位
が
自
動
的
に
失
わ
れ
る
「
欠
格
条
項
」
を
廃
止

○
改
正
民
法
可
決
・
成
立
。
特
別
養
子
縁
組
の
対
象
年
齢
を
「
原
則
６
歳
未
満
」
か
ら
「
小
中
学
生
を
含
む
15
歳
未
満
」
に
引
き
上
げ

○
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
可
決
・
成
立
。
中
央
省
庁
の
障
害
者
雇
用
水
増
し
問
題
を
受
け
、
行
政
機
関
へ
の
厚
生
労
働
省
の
監
督
機
能
強
化
を
図
る

○
改
正
児
童
虐
待
防
止
関
連
法
可
決
・
成
立
。
児
童
相
談
所
の
機
能
強
化
等
を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
親
権
者
等
に
よ
る
体
罰
禁
止
を
明
文
化

○
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
施
行
。
す
べ
て
の
国
民
が
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
読
書
を
通
じ
て
文
字
文
化
を
楽
し
め
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

○
日
本
語
教
育
推
進
法
施
行
。
外
国
人
の
児
童
生
徒
や
留
学
生
、
就
労
者
等
が
日
本
語
教
育
を
受
け
る
機
会
を
最
大
限
確
保
す
る
こ
と
を
国
等
の
責
務
に

◇
県
民
児
協
が
昭
和
44
年
６
月
の
設
立
か
ら
50
周
年
を
迎
え
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
ん
ぴ
ょ
ん
」
が
誕
生
⑧

★
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
が
「
ト
ラ
イ
！
福
祉
・
介
護
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」（
神
奈
川
県
介
護
人
材
確
保
対
策
推
進
会
議
事
業
・
県
委
託
）
を
開
設

★
経
営
者
部
会
・
福
祉
人
材
確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
る
「
湘
南
福
祉
フ
ェ
ス
」
開
催
⑦

▽
改
正
刑
事
訴
訟
法
、
改
正
通
信
傍
受
法
施
行

▽
所
有
者
不
明
土
地
利
用
円
滑
化
特
別
措
置
法

一
部
施
行
④

▽
東
京
都
練
馬
区
で
元
官
僚
の
父
親
が
同
居
す

る
無
職
の
長
男
を
殺
害

▽
改
正
消
費
者
契
約
法
施
行
④

▽
Ｎ
Ｂ
Ａ
ド
ラ
フ
ト
で
八
村
塁
選
手
が
日
本
人

初
の
１
巡
目
指
名

○全国の動き　◇県内の動き　★本会の動き
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２ ０１９ 年
７

○
改
正
健
康
増
進
法
一
部
施
行
。
受
動
喫
煙
対
策
を
強
化
す
る
た
め
学
校
や
病
院
、
児
童
福
祉
施
設
等
、
官
公
庁
で
敷
地
内
禁
煙
へ
④

◇
鎌
倉
市
の
由
比
ガ
浜
海
水
浴
場
で
、
県
内
初
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
」
が
オ
ー
プ
ン
⑧

★
第
18
回
か
な
が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
開
催
。
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
研
究
発
表
20
分
部
門
」
を
導
入
⑨

★
児
童
福
祉
施
設
協
議
会
等
主
催
第
55
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
児
童
養
護
施
設
研
究
協
議
会
開
催

★
神
奈
川
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）令
和
３
年
度
の
竣
工
に
向
け
て
地
鎮
祭
を
執
り
行
う

▽
改
正
民
法（
相
続
法
）施
行
④

▽
仁
徳
陵
な
ど
大
阪
の
古
墳
群
が
世
界
遺
産
に

▽
カ
ル
ピ
ス
が
発
売
か
ら
１
０
０
周
年

▽
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
で
放
火

８
○
全
国
の
児
童
相
談
所
が
平
成
30
年
度
に
児
童
虐
待
の
相
談
・
通
告
を
受
け
て
対
応
し
た
件
数
が
15
万
９
８
５
０
件
に
上
り
、
過
去
最
多
を
更
新

○
臨
時
国
会
に
重
度
障
害
の
あ
る
議
員
が
初
登
院
。
参
議
院
は
意
思
表
明
を
代
理
で
行
う
方
法
や
議
場
内
の
議
席
の
改
造
な
ど
合
理
的
配
慮
を
進
め
る

○
文
部
科
学
省
が
「
２
０
１
９
年
度
学
校
基
本
調
査
（
速
報
値
）」
を
公
表
。
特
別
支
援
学
校
の
学
校
数
、
在
学
者
と
も
に
過
去
最
多
を
更
新

○
史
上
最
多
の
約
４
４
０
０
人
が
出
場
す
る
２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
ま
で
１
年
。
国
内
在
住
者
向
け
の
チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選
受
付
を
開
始

▽
女
子
ゴ
ル
フ
の
渋
野
日
向
子
選
手
が
全
英
女

子
オ
ー
プ
ン
で
初
優
勝

▼
九
州
北
部
大
雨
災
害

９
○
改
正
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
利
便
性
の
向
上
及
び
家
計
の
安
定
を
図
る
観
点
か
ら
、
同
手
当
の
支
払
回
数
が
年
６
回
へ
変
更
④

○
改
正
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
法
施
行
。
市
町
村
に
貧
困
対
策
計
画
の
策
定
を
努
力
義
務
化
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
対
策
の
推
進
を
目
指
す
⑦

○
文
部
科
学
省
の
全
国
調
査
で
、
日
本
に
住
む
外
国
人
の
小
中
学
生
の
う
ち
約
２
万
人
が
就
学
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明

◇
視
覚
と
聴
覚
の
重
複
障
害
が
あ
る
盲
ろ
う
者
が
相
談
を
寄
せ
ら
れ
る
県
内
初
の
県
盲
ろ
う
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
横
浜
市
と
藤
沢
市
に
開
設
⑪

◇
箱
根
町
社
協
・
小
田
原
市
社
協
等
が
「
要
配
慮
者
へ
の
福
祉
の
お
も
て
な
し
」
を
学
ぶ
福
祉
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催
⑪

★
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
が
児
童
福
祉
施
設
協
議
会
と
の
共
催
で
「
児
童
福
祉
施
設
の
し
ご
と　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・
合
同
就
職
相
談
会
」
を
開
催

★
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
民
生
委
員
児
童
委
員
部
会
の
ペ
ー
ジ
を
開
設
。
県
・
３
政
令
市
民
児
協
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
目
指
す

★
台
風
第
15
号
被
害
で
県
内
市
町
村
社
協
・
本
会
か
ら
千
葉
県
・
南
房
総
市
へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
に
職
員
派
遣

▽
京
急
線
踏
切
で
列
車
と
ト
ラ
ッ
ク
が
衝
突
事
故

▽
自
殺
対
策
調
査
研
究
法
施
行

▼
台
風
第
15
号
上
陸

▽
国
連
気
候
サ
ミ
ッ
ト
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境

活
動
家
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
が
演
説

▽
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
が
開
通
か
ら
30
年

10
○
改
正
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
。
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
、
就
学
前
の
障
害
児
の
発
達
支
援
も
無
償
化
を
進
め
る
⑪

○
厚
生
労
働
省
の
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
間
報
告
で
、
売
春
防
止
法
の
改
正
と
複
合
的
な
課
題

を
抱
え
る
女
性
を
包
括
的
に
支
援
す
る
新
た
な
枠
組
み（
新
法
）の
必
要
性
を
提
言

○
厚
生
労
働
省
が
「
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
展
開
等
に
関
す
る
検
討
会
」
で
社
会
福
祉
連
携
推
進
法
人（
仮
称
）の
創
設
に
向
け
た
論
点
を
提
示

○
全
社
協
が
災
害
救
助
法
に
「
福
祉
の
支
援
」
を
位
置
づ
け
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
等
へ
の
財
政
支
援
等
を
求
め
る
緊
急
要

望
を
厚
生
労
働
省
や
内
閣
府
等
へ
提
出

◇
清
川
村
社
協
が
清
川
村
、
清
川
村
教
育
委
員
会
と
の
共
催
で
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
⑪

◇
台
風
第
19
号
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
川
崎
市
、
相
模
原
市
が
県
内
で
初
め
て
と
な
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
⑫

★
台
風
第
19
号
の
上
陸
に
よ
り
第
22
回
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
が
中
止
。
来
年
３
月
に
再
試
験
の
実
施
が
決
定

★
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
相
模
原
市
社
協
の
支
援
要
請
を
受
け
、
延
べ
33
名
の
県
内
市
町
村
社
協
、
本
会
職
員
を
派
遣
⑫

★
「
権
利
擁
護
制
度
の
利
活
用
支
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
発
行

▽
改
正
消
費
税
法
施
行
。
消
費
税
率
が
10
％
に

引
き
上
げ

▽
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
施
行
⑪

▽
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
日
本
大
会
、
南
ア
フ
リ
カ
が

優
勝
、
日
本
は
初
の
８
強
入
り

▽
吉
野
彰
さ
ん
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
決
定

▼
台
風
第
19
号
上
陸

▽
元
国
際
協
力
機
構
理
事
長
の
緒
方
貞
子
さ
ん

逝
去

▽
即
位
礼
正
殿
の
儀
執
り
行
わ
れ
る

▽
沖
縄
県
那
覇
市
の
首
里
城
が
火
災
で
焼
失

11
○
改
正
母
子
保
健
法
が
可
決
・
成
立
。
産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
を
市
町
村
の
努
力
義
務
と
し
、
産
後
う
つ
の
予
防
や
児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
な
げ
る

○
政
府
が
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
大
綱
」
を
閣
議
決
定
。
従
来
の
指
標
に
「
ひ
と
り
親
の
正
規
雇
用
割
合
」
な
ど
を
追
加
、
計
39
項
目
に
見
直
し

◇
終
末
期
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
が
家
族
ら
と
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
「
こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
」
の
県
内
初
の
開
設
に
向
け
、
横
浜
市
が（
Ｎ
）横
浜
こ
ど

も
ホ
ス
ピ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
事
業
者
に
選
定
し
た
と
発
表
。
令
和
３
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
⑫

★
福
祉
医
療
施
設
協
議
会
、
神
奈
川
県
医
療
福
祉
施
設
協
同
組
合
等
の
共
催
で
第
30
回
全
国
福
祉
医
療
施
設
大
会
開
催
⑫

★
台
風
第
19
号
被
害
で
県
内
市
町
村
社
協
・
本
会
か
ら
長
野
県
・
長
野
市
へ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
に
職
員
派
遣

▽
改
正
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
、
家
族
補
償

法
施
行

▽
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
か
ら
30
年

▽
ロ
ー
マ
教
皇
が
38
年
ぶ
り
に
来
日
、
被
爆
地

の
長
崎
と
広
島
を
訪
問

▽
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
推
進
法
可
決
・
成
立

12
○
厚
生
労
働
省
が
地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
市
町
村
に
よ
る
任
意
の
新
規
事
業
を
社
会
福
祉
法
に
位
置
付
け
る
方
針
を
固
め
る
。「
断
ら
な
い

相
談
支
援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
」
を
一
体
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
交
付
金
を
設
け
、
令
和
３
年
度
の
施
行
を
目
指
す

○
成
育
基
本
法
施
行
。
次
代
の
社
会
を
担
う
、
成
育
過
程
に
あ
る
者
や
妊
産
婦
等
へ
の
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
こ
と
を
総
合
的
に
推
進

◇
川
崎
市
差
別
の
な
い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
が
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
全
国
初
の
刑
事
罰
で
対
処
へ

◇
横
須
賀
市
で
県
内
初
と
な
る
特
定
妊
婦
等
支
援
事
業
開
始
。
安
心
・
安
全
な
出
産
を
サ
ポ
ー
ト

★
「
子
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
づ
く
り
事
例
集
２
０
１
９̶

つ
な
が
り
編
」
発
行
⑫

▽
改
正
道
路
交
通
法
施
行

▽
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ

現
地
代
表
の
中
村
哲
さ
ん
が
銃
撃
さ
れ
死
亡

▽
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
が
15
年
ぶ
り
の
リ
ー
グ

優
勝
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❖ みんなの健やかフィールド
　横浜市泉区にある中田中央公園は、野球場を有する
公園です。
　園内には村岡川が流れ、さまざまな動植物と触れ合
いながら散策などを楽しむことができ、あまり大きく
はない公園ながらも四季の彩りを存分に感じることが
できます。ガラス張りの明るく居心地が良いレストハ
ウスや、ワンちゃんのための水飲み場などもあり、お
散歩に最適の公園です。
　また、グラウンドには天然芝が張られており、芝の

色や触り心地から、ス
タッフの方々が愛情をこ
めて整備・管理している
ことが伝わってきます。
野球場の一般開放時に
は、ふかふかな芝生を是
非体験してください。

❖ 身近な自然を満喫しよう
　横浜市栄区にある小菅ケ谷北公園は、バーベキュー
場を有する自然公園です。
　公園内は、自然観察ゾーン（湿地等）、散策の森ゾー
ン（雑木林等）、利用拠点ゾーン（バーべキュー場）に分
かれており、１つの公園で、さまざまな自然に触れる
ことができます。ホタルや野鳥など希少な動植物が観
察できたり、湿地にある田んぼで小菅ケ谷米を作って
いる様子を見られるなど、行くたびに新しい発見があ
るかもしれません。

　また、１年を通して利用で
きるバーベキュー場は、駐
車場からのアクセスも良く、
穴場スポットです。天気の
良い日に、バーベキューと自
然散策でリフレッシュして
みるのはいかがでしょうか。

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

❖ 居心地の良い公園
　令和元年10月、横浜市の指定管理者として両公園を
運営する奈良造園土木（株）の公園スタッフの皆さん
が、県委託事業として当法人が実施している障害者理
解促進コーディネート研修を受講されました。
　研修では、車いす体験などの他にも、補助犬の育成
をしている方に講義をしていただき、研修後には「研
修で学んだことを活かして、より利用しやすい公園を
目指していきたい」などの声が聞かれました。

　公園に来た人が気持ちよく利用できるようにと、ス
タッフが温かく見守っている、そんな優しい雰囲気が
感じられる公園です。
　皆さんも遊びに行った際には、自然散策を楽しみな
がら、季節の変化を感じてみてください。

研修の様子

　寒くて屋内で過ごしがちの季節ですが、天気の良
い日には、自然散策に出かけてみると、新しい発見が
あるかもしれません。
　お散歩に出かけたいと思った時に、おすすめの公
園を２つご紹介します。

公園に出かけて
季節の変化を感じてみませんか？

今月は

 ⇨ （N）神奈川県障害者自立生活支援センター
 がお伝えします !

〈連絡先〉 〔法人本部〕〒243‒0035　厚木市愛甲１‒７‒６
　　　　  ☎046‒247‒7503　FAX 046‒247‒7508
　　　　  URL http://www.kilc.org　Mail info@kilc.org

　通称KILC（キルク）。1997年４月設立。障害者の自立生活
を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）や
各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の目
線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・平
塚等３カ所の事業所で活動中。

中田中央公園野球場

小菅ケ谷北公園の様子

■中田中央公園
　所在地：横浜市泉区中田町2989
　☎045-805-0511
　 URL http://www.nakatachuo-park.com/
　Twitter：＠nakatachuopark

■小菅ケ谷北公園
　所在地：横浜市栄区小菅ケ谷４－31
　☎045-891-1151
　BBQ場予約：050-5835-0493
　受付時間10時～18時
　 URL http://www.kosugayakita-park.com/
　Twitter：＠kosugayakita
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福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地
の福祉関連の当事者・職能
団体等の方々から日ごろの
取り組みをご寄稿いただき
ます。

　少年相談・保護センター（以下、センター）は、県警
本部少年育成課に電話相談窓口「ユーステレホンコー
ナー」と、県内に８カ所の「方面事務所」を設け、心理
学や教育学等の専門知識を持つ少年相談員や警察官が、
少年の非行問題やいじめ、犯罪の被害等に関する相談活
動等を行っています。
　平成30年の相談受理件数は計4,160件で、学職別で
は、中学生が約５割、小学生と高校生が約２割ずつ、相
談内容別では、非行問題が約５割、犯罪被害が約２割、
学校問題が約１割でした。
　具体的には、万引きや家からの金銭持ち出し、家庭内
暴力、夜遊びや無断外泊等ですが、最近では、ネットに
関するトラブル（悪口の書き込み、わいせつ画像の送受
信、ゲームでの課金等）や性的加害行為、いじめ被害に
関する相談も多くなってきています。
　センターでは、「ユーステレホンコーナー」への電話
相談をはじめ、方面事務所への少年や家族からの自主的
な相談、学校や関係機関からの相談やケースの紹介等
や、行方不明や事件等を取扱った警察署から紹介を受け
来所した保護者等から相談を受けています。相談の期
間は、その内容等により異なりますが、問題解決をする
ため他機関と連携しながら継続的に関わることも多く
あります。
　また、少年の規範意識の醸成を図るため、少年相談員

や警察官による非行防止教室、薬物乱用防止教室、サイ
バー教室（※）のほか、講演活動を、要請に応じて積極
的に実施しています。
　この記事をお読みになって、相談を希望する方、関
わっている親子にセンターを紹介したい方は、ユーステ
レホンコーナーや方面事務所に電話でご相談ください。

警察の子ども相談窓口「少年相談・保護センター」

神奈川県警察少年相談・保護センター
少年相談員　須佐　一行

　少年相談・保護センターは、平成10年４月、非行少年の増加傾向に伴い、
非行問題への対応といじめ・犯罪の被害等に遭った少年（男子および女子）
への支援を強化するため、15警察署に配置していた少年相談員を警察本部
少年課（現在の少年育成課）に集中運用する形で発足しました
〈連絡先〉　〒231-8403　横浜市中区海岸通２-４　☎0120-45-7867
　　　　　神奈川県警察本部少年育成課ユーステレホンコーナー

※ サイバー教室：インターネットやSNS等に関わる
非行・被害防止教室

＊ センター各方面事務所の地図は、神奈川県警察のホーム
ページ（http://www.police.pref.kanagawa.jp/mes/
mesd1004.htm）に掲載していますので、ご覧ください。

方面事務所 住　　所 連絡先

横浜第一方面 横浜市戸塚区上倉田町449　戸塚県税事務所２階 045‒867‒2039

横浜第二方面 横浜市神奈川区鶴屋町２‒24‒２　かながわ県民センター14階 045‒313‒1984

川 崎 方 面 川崎市幸区堀川町580　ソリッドスクエア東館２階 044‒549‒8105

横須賀方面 横須賀市日の出町１‒４‒７　鎌倉三浦地域児童相談所２階 046‒821‒3294

湘 南 方 面 平塚市西八幡１‒３‒１　平塚合同庁舎北館 0463‒23‒3146

県 西 方 面 小田原市荻窪350‒１　小田原合同庁舎２階 0465‒32‒7358

県 央 方 面 厚木市水引２‒３‒１　厚木合同庁舎２号館２階 046‒222‒8109

相模原方面 相模原市南区相模大野６‒３‒１　高相合同庁舎２階 042‒741‒3887

9
第818号　福祉タイムズ　2020.1.15



ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
、
東
洋
英
和
女
学
院
大
学

大
学
院
教
授
の
石
渡
和
実
さ
ん
の
基
調

講
演
「
神
奈
川
の
障
害
福
祉
を
知
る
〜

意
思
決
定
支
援
を
考
え
る
」
に
続
き
、

11
施
設
の
先
輩
職
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
な
り
「
今
後
の
支
援
で
大
切
に

し
た
い
こ
と
」を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は「
意

思
決
定
を
ど
う

支
援
す
れ
ば
良

い
か
悩
ん
で
い

た
が
、
今
回
の

話
を
聞
い
て
光

が
見
え
た
」「
意

思
決
定
支
援
の

ね
ら
い
を
知
り
、
明
日
に
つ
な
げ
ら
れ

る
内
容
だ
っ
た
」「
他
人
を
笑
顔
に
す
る

仕
事
に
自
信
が
も
て
た
」「
自
分
の
支
援

を
振
り
返
り
、
考
え
直
す
話
を
い
く
つ

も
聞
け
た
」「
改
め
て
本
人
中
心
の
支
援

の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」「
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
支
援
の
方
向
性
を
改
め
て
確

認
で
き
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、次

へ
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

 

（
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
担
当
）

　

本
会
市
町
村
社
協
部
会
で
は
、
去
る

12
月
16
日
に
「
令
和
元
年
度
市
町
村
社

協
福
祉
教
育
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
当
事
者
と
創
る

福
祉
教
育
」。

　

こ
れ
ま
で
福
祉
教
育
の
現
場
で
は
、

ア
イ
マ
ス
ク
や
車
い
す
体
験
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
擬
似
体
験
は
、
当
事
者
が
抱

え
る
困
難
性
を
理
解
で
き
る
一
方
、
当

事
者
の
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
に
着
目

し
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
違
い
に
着
目
す
る
だ
け

で
な
く
、
他
者
と
の
共
感
を
通
じ
て
関

係
性
を
育
み
、
共
に
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
「
相
互
実
現
的
自
立
」
の
考
え

方
を
福
祉
教
育
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ

と
を
狙
い
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
25
社
協
・
計
26
人
が
参
加
。

講
師
の
宇
都
宮
短
期
大
学
教
授
で
逗
子

市
社
協
福
祉
教
育
チ
ー
ム
の
座
長
で
も

あ
る
宮
脇
文
恵
さ
ん
か
ら
「
相
互
実
現

的
自
立
に
向
け
て
は
、
当
事
者
と
の
交

流
が
よ
り
学
び
を
深
め
る
」「
障
害
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
同
じ
人
間
で
あ

り
、
ま
ち
を
つ
く
る
当
事
者
で
あ
る
」

と
当
事
者
性
の
重
要
性
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
続
け
て
、
当
事
者
の
立

場
か
ら
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
・
グ
ル
ー
プ

FT
／
MX
（
Ｆ
Ｔ
Ｍ
、
Ｆ
Ｔ
Ｘ（
※
）及
び

性
別
に
何
ら
か
の
違
和
感
の
あ
る
女
性

の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
）
の
と
も
ぞ
う
さ

ん
が
、「
当
事
者
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

ほ
し
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

逗
子
市
社
協
の
龍
村
敦
子
さ
ん
か
ら

は
、
視
覚
障
害
の

あ
る
方
と
創
る
運

動
会
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
携
わ
っ
た
当

事
者
の
方
々
の
声

が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
み
立
て
方
の
視
点
が

変
わ
っ
た
。
日
頃
の
業
務
に
も
活
か
し
て

い
き
た
い
」「
当
事
者
の
方
や
現
場
で
実

践
し
て
い
る
方
の
話
は
刺
激
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
町
村
社
協
部
会
で
は
、
引
き
続
き

県
内
市
町
村
社
協
職
員
の
情
報
交
換
、

相
互
研
鑽
の
場
を
設
け
、
各
地
域
で
の

福
祉
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

当
事
者
と
創
る
福
祉
教
育
〜
地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
て
〜

―
市
町
村
社
協
福
祉
教
育
情
報
交
換
会
開
催

　

本
会
会
員
１
７
５
施
設
で
構
成
す
る

障
害
福
祉
施
設
協
議
会
と
82
施
設
で
構

成
す
る
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の

共
催
に
よ
り
、
９
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
新
任
職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
同
じ
悩
み
を
持
つ

仲
間
と
出
会
い
、
日
々
の
業
務
や
支
援

を
共
に
振
り
返
り
な
が
ら
、
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
２
日
間
の
日
程
で
、

１
日
目
の
施
設
見
学（
４
施
設
の
中
か

ら
１
施
設
を
選
択
）と
、
２
日
目
の
講

義
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
組
み
合
わ
せ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
対
象
者
を
入
職
５
年
程

度
ま
で
広
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
90
名
を

超
え
る
受
講
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
受
入
施
設
は
、
会
員
組
織

の
特
性
を
生
か
し
て
地
域
や
事
業
種
別

を
考
慮
し
な
が
ら
選
定
。
今
回
は
、シ
ャ

ロ
ー
ム
浦
上
台（
横
須
賀
市
・
身
体
障
害

者
療
護
施
設
）、
あ
け
ぼ
の（
秦
野
市
・

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
）、
訪
問
の
家
・
朋

（
横
浜
市
・
生
活
介
護
）、
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
松
が
丘
園（
相
模
原
市
・
多
機

能
型
）
が
受
入
先
で
し
た
。

　

施
設
見
学
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
始
ま
り
、
昼
食
、
施
設
紹
介
・
見

学
、利
用
者
等
の
講
話
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

同
じ
立
場
の
仲
間
と
一
緒
に
考
え
る

―
障
害
福
祉
施
設
協
議
会
・
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会 

新
任
職
員
研
修

グループでねらいを設定し福祉教育
プログラムを作成。中央は宮脇さん

２日目グループワークの様子

※
Ｆ
Ｔ
Ｍ
、
Ｆ
Ｔ
Ｘ
：
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
心

と
体
の
性
別
に
違
和
感
を
持
つ
人
）で
、
Ｆ
Ｔ
Ｍ
は

体
の
性
は
女
性
だ
が
男
性
と
し
て
生
き
た
い
人
、

Ｆ
Ｔ
Ｘ
は
体
の
性
は
女
性
だ
が
男
性
女
性
の
性
に

と
ら
わ
れ
ず
生
き
た
い
人
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
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会員・関係機関主催

（福）横浜いのちの電話
春の映画会「日日是好日」

◇日時＝3月5日（木）　1回目：午前
11時、2回目：午後2時30分、3回
目：午後6時30分
◇会場＝戸塚区民文化センターさく
らプラザ・ホール（横浜市戸塚区
戸塚町16－17戸塚区総合庁舎内）
◇費用＝前売券1,000円、当日券1,2
00円　全席自由席
◇申込方法＝氏名、住所等連絡先、
希望上映回、チケット枚数を記入
のうえ FAX または☎にて申込。 FAX は
2月20日（木）、☎は3月4日（水）締
切。期間内でもチケットが完売し
次第受付終了。
◇問合先＝（福）横浜いのちの電話
　☎045‒333‒6163（月～金 午前9時
～午後5時受付） FAX 045‒332‒5683

寄附金品ありがとうございました

☆4面「感謝」にて各基金への寄附者
を紹介しています。

【ライフサポート事業】
〈寄附物品〉（N）セカンドハーベス
ト・ジャパン、（福）みなと舎　
 （いずれも順不同、敬称略）

　10月号で実施しましたアン
ケートにご協力いただき、あ
りがとうございました。
　いただきましたご意見を基
に、今後もよりよい機関紙の
発行を目指します。
　引き続き、感想等をお寄せ
ください。

読者アンケートへのご協力
ありがとうございました

（株）タックルベリーより子ども福祉基金にご
寄附いただき、宮崎一成専務取締役へ感謝状
を贈呈

神奈川トヨタ自動車（株）より県内児童養護施
設等へクリスマスケーキをいただき、黒澤宏
康部長（左）へ感謝状を贈呈

（N）日産労連NPOセンター「ゆうらいふ21」
より県内児童養護施設等へミュージカル公演
招待券をいただき、高橋慎吾本部長（右）に感
謝状を贈呈

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成31年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK18-13568　2019.1.16 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用
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12
月
14
日
、
本
会
お
よ
び
県
共
同
募

金
会
の
共
催
で
「
第
43
回
神
奈
川
県
福

祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」（
後
援
：
県
、
県
・

市
町
村
教
育
委
員
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放

送
局
、
神
奈
川
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
神
奈

川
、日
揮
社
会
福
祉
財
団
）の
表
彰
式
を

開
催
し
ま
し
た
。
県
内
の
小
・
中
学
校

合
わ
せ
て
２
７
９
校
、
寄
せ
ら
れ
た
８

８
６
１
編
も
の
作
品
の
中
か
ら
選
考
さ

れ
た
、
最
優
秀
賞
16
編
、
優
秀
賞
20
編
、

準
優
秀
賞
20
編
、
合
計
56
編
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
で
テ
レ
ビ
神
奈
川
の
遊

馬
秀
樹
さ
ん
か
ら
は
「
応
募
い
た
だ
い

た
全
員
が

真
剣
に

『
福
祉
』

に
つ
い
て

思
い
を
め

ぐ
ら
し
、
懸
命
に
文
章
を
考
え
て
く
れ

た
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
。

そ
の
経
験
は
作
者
一
人
ひ
と
り
の
胸
に

深
く
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
井

山
瑠
璃
さ
ん（
小
６
）は
、
自
身
が
義
足

を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
気
づ
い
た
こ
と
、

　

今
は
、
今
年
の
４
月
に
市
役
所
に
提

出
し
た
義
足
申
請
が
認
定
さ
れ
、
自
分

専
用
の
義
足
で
歩
く
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。
義
足
を
知
る
ま
で
は
、

一
生
歩
け
な
い
だ
ろ
う
と
暗
い
気
持
ち

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
も

と
も
と
運
動
が
大
好
き
で
、
動
き
を
覚

え
る
の
が
得
意
な
瑠
璃
さ
ん
は
、
病
院

で
の
義
足
の
訓
練
を
必
死
に
行
い
、
友

だ
ち
と
変
わ
ら
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
歩
く

ほ
ど
に
上
達
し
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
義
足
に
な
っ
た
ら
、
思
い
っ

き
り
走
る
練
習
を
し
て
、
も
っ
と
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
」
と
笑
顔
で

語
る
瑠
璃
さ
ん
は
、
周
り
を
い
つ
も
明

る
く
照
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
多
く
の
可

能
性
を
秘
め
た
瑠
璃
さ
ん
の
成
長
が
、

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
す
。

　

本
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
福
祉
作

文
を
通
じ
て
あ
た
た
か
い
心
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2020（令和２）年1月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

伝
え
た
い
思
い
を
作
文
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

１
年
半
前
に
両
足
を
失
い
、
５
年
生

の
時
は
車
い
す
で
行
動
し
て
い
ま
し
た

が
、
義
足
に
慣
れ
て
筋
力
を
つ
け
た
い

と
、
６
年
生
と
な
っ
た
今
年
か
ら
義
足

で
学
校
へ
通
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
外
を
走
り
回
る
こ

と
が
で
き
ず
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
階
段
や
坂
道
を

歩
い
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
用
義
足
で
ジ
ャ

ン
プ
し
た
り
と
、
で
き
る
事
が
多
い
こ

と
に
気
づ
い
て
持
ち
前
の
明
る
さ
を
取

り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
頑
張
り
屋
の
瑠
璃
さ
ん
を
、

家
族
だ
け
で
な
く
友
だ
ち
や
先
生
な
ど

み
ん
な
が
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
現

在
は
、
２
月
に
あ
る
そ
ろ
ば
ん
２
級
検

定
に
合
格
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
、
い
つ
も
寄
り
添
っ
て

く
れ
た
主
治
医
の
よ
う
な
、
か
っ
こ
よ

く
て
優
し
い
小
児
科
医
に
な
る
こ
と
。

主
治
医
か
ら
「
医
者
に
な
り
な
さ
い
。

あ
な
た
向
い
て
る
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
先
生
の
よ
う
な
医

師
に
な
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い

―
義
足
を
知
っ
て
広
が
っ
た
世
界（
第
43
回
神
奈
川
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
）

表彰式で朗読をする井山さん

借金・離婚・相続・労働問題・犯罪被害…

こんなとき、
まずは法テラスへ

法的トラブルは、適切な機関や専門

家に相談するのが解決への近道。

まずはお気軽に法テラスへお電話く

ださい。

内容に応じて、ご利用いただける法

制度や相談窓口をご案内します。 受付時間【共通】　平日９：００～１７：００

講評する遊馬さん

本会ホームページでは、井山
瑠璃さんの作品を含む最優秀
賞16編を掲載しています
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